
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地域では、災害対策本部が設置され、地域住民の避

難訓練や、市の緊急防災要員との連携による市災害対策

本部への避難者情報の伝達等の訓練が実施されました。 

実災害を想定し、各地域で定めた緊急避難集合場所に集

合した避難者人数等を地域災害対策本部へ集約し、緊急 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

吹田市では、一斉合同防災訓練における市独自訓練と

して、災害発生直後における初動体制早期確立・状況認

識統一化訓練を実施しました。この訓練は、令和 5 年 4

月 1 日の本格稼働を控えていた危機管理センターの機能

をフル活用し、初動対応体制の早期構築や、本部運営・

受援体制の運用検証、新たに導入した災害対応オペレー

ションシステムによる災害対応の効果検証を目的として行

いました。 

 

 

 

 

 

 

防災要員へ伝達する一連の流れを確認を行いました。 

また、一斉合同防災訓練に合わせて実施された各地域

独自の訓練では、避難訓練や安否確認、備蓄物資の確認

等、地域の特性や状況に応じた内容の訓練が実施されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 以前は数時間かかっていた災害対策本部体制の構築が

約 30 分で完了。速やかに情報収集を開始し、訓練開始

から約 60分後には、第 1回の災害対策本部会議を開催

することができました。また、自衛隊や警察等の参画を得

て、円滑な受入や情報連携についても確認を行いました。 

 

吹田市 

危機管理室 

令和５年７月 

 

令和４年度一斉合同防災訓練を実施しました！（令和５年１月） 

第１２号 

市独自訓練 

 

防災力テスト 
「自宅でできる訓練」として今回の訓練でも

実施しました。まだ実施していない方は、ぜ

ひチャレンジしてください。 

災害対策本部会議

災害対応オペレーションルーム 

豊津第一小学校 

西山田小学校 



 

 

 

 

                                                                                                                                                                  

2023.4 本格稼働開始 

 令和５年４月より、「吹田市危機管理センター」が本格稼働を開始しました。本施設は、災害発生時の「有事」に、災害

対応の中心的な役割を果たす施設です。有事には、災害対策機能を瞬時に立ち上げ、さまざまな情報を集めながら、各

種の災害対応を行います。 

災害対応 

オペレーションルーム 

啓発コーナー 災害対策本部会議室 

リエゾンルーム 

（最大４室） 

無線室 
危機管理室 

コールセンター 

既存の防災ブックについて、避難所での感染症対策

や女性の困りごと等、防災に関する新たな情報を盛り込

んだ内容に更新するとともに、防災ブックと令和 4年 3

月に作成した新しいハザードマップを一つの冊子にまと

め、保管・持ち運び・確認がしやすくしました。 

新防災ブック 

 

豊津・江坂・南吹田地域備蓄倉庫 

旧防災ブック 

新ハザードマップ 

豊津・江坂・南吹田地域備蓄倉庫を新設し、令和５

年３月より供用を開始しました。これにより、市内６地

域すべての備蓄倉庫の整備が完了しており、災害対応

のフェーズに応じて備蓄物資や全国からの救援物資を

避難所まで円滑に届けるための体制が市内全ての地

域で整いました。 


